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地域福祉の総合情報誌 

三浦市総合福祉センター 

〒238-0102 三浦市南下浦町菊名 1258-3 

事務局（総務課・地域福祉課・事業課） 

TEL 046-888-7347／FAX 046-889-1561 

発行責任者：川﨑喜正 

編集人：出口道夫 

May 2015 

みうらのみうらのみうらのみうらの至福人至福人至福人至福人――――飯島定夫飯島定夫飯島定夫飯島定夫さんさんさんさん    

特集特集特集特集・・・・三浦市社協三浦市社協三浦市社協三浦市社協    平成二十七年度事業平成二十七年度事業平成二十七年度事業平成二十七年度事業・・・・予算予算予算予算のののの概要概要概要概要    

三浦市総合福祉三浦市総合福祉三浦市総合福祉三浦市総合福祉センターセンターセンターセンターからのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ        

レポートレポートレポートレポート・・・・おかえりなさいおかえりなさいおかえりなさいおかえりなさいプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    

自立相談支援自立相談支援自立相談支援自立相談支援センターセンターセンターセンターいっしょいっしょいっしょいっしょ――――生活困窮者支援事業開始生活困窮者支援事業開始生活困窮者支援事業開始生活困窮者支援事業開始    

「「「「どんまいどんまいどんまいどんまい」」」」がががが就労移行支援事業就労移行支援事業就労移行支援事業就労移行支援事業をををを始始始始めますめますめますめます    

三浦市三浦市三浦市三浦市ボランティアボランティアボランティアボランティア情報情報情報情報    

居宅介護支援最前線居宅介護支援最前線居宅介護支援最前線居宅介護支援最前線――――ケアマネジメントセンターケアマネジメントセンターケアマネジメントセンターケアマネジメントセンター「「「「アンドアンドアンドアンド」」」」    

福祉施設訪問記福祉施設訪問記福祉施設訪問記福祉施設訪問記――――介護付有料老人介護付有料老人介護付有料老人介護付有料老人ホームホームホームホーム    油壷油壷油壷油壷マリーナヒルズマリーナヒルズマリーナヒルズマリーナヒルズ    

元気元気元気元気！！！！社協社協社協社協のののの職員職員職員職員    

狩倉弁護士狩倉弁護士狩倉弁護士狩倉弁護士ののののワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント法律相談法律相談法律相談法律相談    

平成平成平成平成 27272727 年度採用職員年度採用職員年度採用職員年度採用職員のごのごのごのご紹介紹介紹介紹介        

ありがとうありがとうありがとうありがとう高齢者高齢者高齢者高齢者ふれあいふれあいふれあいふれあいセンターセンターセンターセンター        

児童発達支援事業所児童発達支援事業所児童発達支援事業所児童発達支援事業所ＨＵＧＨＵＧＨＵＧＨＵＧくみくみくみくみ    春春春春のののの遠足遠足遠足遠足    

三浦市市制三浦市市制三浦市市制三浦市市制 60606060 周年周年周年周年・・・・三浦市社協設立三浦市社協設立三浦市社協設立三浦市社協設立 60606060 周年記念福祉講演会周年記念福祉講演会周年記念福祉講演会周年記念福祉講演会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

福祉福祉福祉福祉カレンダーカレンダーカレンダーカレンダー    

 



重点目標 

1 総合相談事業（生活困窮者自立支援事業）の充実 

2 地域リハビリテーション事業の充実と地域包括

ケアシステムの整備 

3 福祉コミュニティの創造 

4 福祉人材養成事業の充実 

5 三浦市社会福祉協議会設立 60 周年事業の実施 

60606060 年年年年のののの節目節目節目節目のののの年年年年にににに飛躍飛躍飛躍飛躍をををを誓誓誓誓うううう！！！！ 

事業計画・予算書の全文は公式 HP よりダウンロードできま

す。http://www.shakyo-miura.com 
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集集集集    

特特特特    

こ

の

一

月

一

日

、

三

浦

市

は

市

制

施

行

六

十

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。 

 

実

は

我

が

三

浦

市

社

会

福

祉

協

議

会

も

三

浦

市

の

施

行

と

時

を

同

じ

く

し

て

設

立

さ

れ

た

の

で

す

が

、

そ

の

こ

と

は

、

あ

ま

り

知

ら

れ

て

い

ま

せ

ん

。

今

か

ら

六

十

年

前

に

任

意

団

体

と

し

て

産

声

を

あ

げ

た

当

協

議

会

、

初

代

会

長

を

務

め

た

の

は

、

私

の

祖

父

に

あ

た

る

当

時

の

三

浦

市

長

、

川

﨑

喜

太

郎

で

す

。

私

事

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

が

、

あ

れ

か

ら

六

十

年

、

私

が

こ

う

し

て

会

長

を

仰

せ

つ

か

っ

て

い

る

こ

と

を

考

え

る

と

、

特

別

の

感

慨

を

抱

か

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

平

成

二

十

七

年

度

は

、

こ

う

し

た

節

目

の

年

に

あ

た

る

の

で

す

。 こ

の

大

切

な

年

に

、

当

協

議

会

は

、

五

つ

の

重

点

事

業

を

も

っ

て

臨

む

考

え

で

す

。 

そ

の

ひ

と

つ

が

、

総

合

相

談

事

業

の

さ

ら

な

る

充

実

で

す

。

な

か

で

も

、

生

活

困

窮

者

自

立

支

援

法

に

基

づ

く

相

談

支

援

事

業

が

こ

れ

に

加

わ

る

こ

と

は

、

特

筆

す

べ

き

こ

と

で

し

ょ

う

。

生

活

困

窮

者

の

支

援

に

向

け

て

は

、

重

要

な

四

つ

の

基

本

的

な

視

点

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

①

自

立

と

尊

厳

②

つ

な

が

り

の

再

構

築

③

子

ど

も

・

若

者

の

未

来

④

信

頼

と

支

え

あ

い

―

が

そ

れ

で

、

こ

れ

を

①

包

括

的

・

個

別

的

②

早

期

的

・

継

続

的

③

分

権

的

・

創

造

的

な

３

つ

の

支

援

方

策

に

よ

っ

て

実

現

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

我

々

は

、

こ

う

し

た

理

念

の

実

現

に

最

も

重

要

な

フ

ァ

ク

タ

ー

を

「

総

合

相

談

力

」

と

位

置

付

け

て

い

ま

す

。

当

協

議

会

で

は

、

生

活

福

祉

資

金

の

貸

付

、

日

常

生

活

自

立

支

援

事

業

や

法

人

後

見

の

受

任

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

・

市

民

活

動

の

推

進

、

就

労

支

援

事

業

の

実

践

、

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

受

託

や

介

護

保

険

事

業

の

実

施

、

そ

し

て

、

障

害

児

者

の

相

談

支

援

事

業

の

実

施

な

ど

多

様

な

相

談

窓

口

を

持

っ

て

い

る

わ

け

で

す

が

、

こ

の

複

数

の

相

談

機

能

を

再

統

合

し

、

包

括

的

に

生

活

困

窮

者

を

支

援

す

る

こ

と

が

、

今

、

強

く

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

方

で

、

地

域

社

会

に

潜

在

す

る

生

活

問

題

を

そ

の

地

域

社

会

の

中

で

解

決

し

よ

う

と

い

う

試

み

は

、

つ

ま

り

、

日

常

生

活

圏

域

に

お

い

て

、

総

合

相

談

シ

ス

テ

ム

を

地

域

社

会

の

特

性

を

活

か

し

な

が

ら

構

築

す

る

こ

と

と

同

義

で

も

あ

り

ま

す

。

そ

れ

は

ま

さ

に

、

社

会

福

祉

協

議

会

に

課

せ

ら

れ

た

使

命

で

も

あ

り

ま

す

。

こ

と

さ

ら

我

々

が

、

こ

の

総

合

相

談

力

の

獲

得

に

傾

注

す

る

理

由

も

そ

こ

に

あ

り

ま

す

。

生

活

困

窮

者

自

立

支

援

事

業

へ

の

取

り

組

み

は

、

地

域

福

祉

を

推

進

す

る

た

め

の

ツ

ー

ル

で

あ

り

、

生

活

困

窮

者

の

支

援

の

み

を

ゴ

ー

ル

と

す

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

生

活

困

窮

者

自

立

支

援

事

業

へ

の

取

り

組

み

を

通

し

て

地

域

福

祉

の

さ

ら

な

る

推

進

を

め

ざ

す

こ

と

に

あ

る

の

で

す

。 

ま

た

、

団

塊

の

世

代

が

七

十

五

歳

以

上

と

な

る

二

〇

二

五

年

を

目

途

に

、

重

度

な

要

介

護

状

態

と

な

っ

て

も

住

み

慣

れ

た

地

域

で

自

分

ら

し

い

暮

ら

し

を

人

生

の

最

後

ま

で

続

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

、

住

ま

い

・

医

療

・

介

護

・

予

防

・

生

活

支

援

が

一

体

的

に

提

供

さ

れ

る

地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

の

実

現

に

向

け

て

邁

進

す

る

覚

悟

で

す

。

そ

の

た

め

の

土

台

づ

く

り

と

し

て

、

福

祉

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

創

造

と

福

祉

人

材

の

養

成

に

全

力

を

傾

け

ま

す

。

具

体

的

に

は

、

地

方

自

治

法

に

基

づ

い

て

指

定

管

理

す

る

三

浦

市

地

域

福

祉

セ

ン

タ

ー

に

リ

ハ

ビ

リ

ル

ー

ム

と

地

域

の

高

齢

者

ら

が

自

由

に

使

用

で

き

る

市

民

交

流

ル

ー

ム

を

新

設

し

、

当

該

施

設

が

本

来

の

役

割

を

果

た

せ

る

よ

う

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

す

る

と

と

も

に

、

介

護

予

防

の

新

た

な

拠

点

と

し

て

再

生

さ

せ

ま

す

。 

な

お

、

人

材

養

成

に

関

し

て

は

、

局

内

に

「

介

護

職

従

事

者

等

人

材

養

成

・

研

修

セ

ン

タ

ー

」

を

併

設

し

、

専

任

の

担

当

主

幹

を

配

置

す

る

考

え

で

す

。 

 

平

成

二

十

七

年

度

予

算

は

、

こ

れ

ら

を

新

規

事

業

と

し

て

予

算

編

成

さ

れ

ま

し

た

。 

も

と

よ

り

、

そ

の

道

の

り

は

多

難

な

も

の

と

な

る

で

し

ょ

う

。

し

か

し

、

だ

か

ら

こ

そ

市

民

協

働

の

姿

勢

を

崩

す

こ

と

な

く

、

山

積

す

る

生

活

課

題

の

解

決

に

向

け

て

確

実

な

る

歩

み

を

進

め

る

所

存

で

す

。 

平

成

二

十

七

年

三

月 

三

浦

市

社

会

福

祉

協

議

会 

会

長

 

川

﨑

 

喜

正 

三

浦

市

社

協 
 

平

成

二

十

七

年

度

事

業

・

予

算

の

概

要

 

「三浦市地域福祉センター」に新設され

た特設リハ・ルーム。 

【解説】 

平成２７年度における財源構成比率は、左グラフのとおりとなります。 

会費を除く事業収入で 7 割を超えています。いわゆる事業型社協と呼ばれ

る所以ですが、収入の 6 割強を地域福祉事業に繰り入れていることを考える

と（残額は各基金の造成と三浦市総合福祉センターの修繕費用に充当）、“事

業型社協”というよりも社会福祉協議会の使命を順守した“経営型社協”という

表現の方がより妥当かも知れません。三浦市からの補助金は 1 割強。地方自

治法において「普通地方公共団体は、その公益上必要がある場合において

は、寄附又は補助をすることができる。」（第 232 条の 2）とされており、これを

根拠に補助していただいたものです。委託事業に関しては役務の対価となり

ますが、例えば同じく地方自治法に基づいて指定管理する三浦市地域福祉

センターなどは、昨年度から委託料ゼロで、これを受託し施設管理をおこなっ

ています。これについても、介護保険事業等の収益が充てられています。 

会費収入

2% 三浦市

補助金収入

12%

共同募金

配分金収入

2%

三浦市

受託金収入

10%

神奈川県

受託金収入

1%

介護保険

事業収入

41%

就労支援

事業収入

4%

障害福祉

事業収入

26%

その他収入

2%

平成27年度予算財源構成



三浦市総合福祉センターからのお知らせ                          Important news 
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一般会計及び特別会計収入支出予算書総括表 

拠点区分 本年度予算額 

一般会計（社会福祉事業拠点区分） 322,226,000 

特別会計（収益事業拠点区分） 6,600,000 

合   計 328,826,000 
 

拠点区分

介護保険事

業拠点区分

収益事業区分

サービス区分

障害者就労

支援事業

障害者

デイサービス

児童デイ

HUGくみ

収益事業拠点

区分

会費収入 5,200 0 0 0 0 5,200

寄付金収入 650 0 0 0 0 650

三浦市補助金収入 37,648 509 658 0 0 38,815

神奈川県補助金収入 0 100 0 0 0 100

共同募金配分金収入 0 0 6,650 0 0 0 6,650

三浦市受託金収入 0 0 33,654 0 0 33,654

神奈川県受託金収入 0 0 3,606 0 0 3,606

事業収入 0 115 1,000 328 0 0 75 1,518

介護保険事業収入 0 0 20,972 113,601 0 134,573

就労支援事業収入 0 0 0 0 11,652 11,652

障害福祉サービス等事業収入 0 0 5,171 0 15,404 27,826 36,612 85,013

その他収入 0 420 0 180 0 195 6,600 7,395

収入合計収入合計収入合計収入合計 43,498 1,144 1,000 6,650 64,389 113,781 27,056 28,021 36,687 6,600 328,826

人件費支出 48,968 0 166 45,322 59,885 15,193 18,141 18,073 205,748

事業費支出 12,488 8,745 936 8,704 26,036 113 8,903 3,991 69,916

事務費支出 2,718 18 1,690 2,882 0 428 174 7,910

就労支援事業支出 11,331 11,331

助成金支出 3,400 3,400

その他支出 1 1

事業活動支出計事業活動支出計事業活動支出計事業活動支出計 64,174 12,164 1,102 55,716 88,803 26,637 27,472 22,238 298,306

事業区分間繰入金収入 6,600 6,600

サービス区分間繰入金収入 42,724 11,020 102 1,936 63 55,845

そのそのそのその他他他他のののの活動活動活動活動によるによるによるによる収入合計収入合計収入合計収入合計 49,324 11,020 102 1,936 63 62,445

事業区分間繰入金支出 6,600 6,600

サービス区分間繰入金支出 6,650 9,154 24,561 482 549 14,449 55,845

退職手当積立預け金支出 2,992 1,455 417 4,864

そのそのそのその他他他他のののの活動活動活動活動によるによるによるによる支出合計支出合計支出合計支出合計 2,992 6,650 10,609 24,978 482 549 14,449 6,600 67,309

当期資金収支差額合計当期資金収支差額合計当期資金収支差額合計当期資金収支差額合計 25,656 25,656

老人福祉振興基金積立金 2,509 9,493 0 4,414 16,416

地域福祉振興基金積立金 3,859 0 419 549 4,413 9,240

　　　　　(単位：千円）

障害者自立支援事業拠点区分

法

人

合

計

人材養

成研修

共同募

金配分

　　　　　地域福祉推進事業拠点区分

ゆずリハ HUGくみ

総合福祉

センター

貸館事業

法人運営

地域福祉

推進

総合相談 介護保険

就労支援

どんまい

サービス区分細目

科 目平

成

二

十

七

年

度

 

社

会

福

祉

法

人

三

浦

市

社

会

福

祉

協

議

会

事

業

別

財

源

別

一

覧

表

 

貸館の利用について 

①５月より貸館の利用時間を原則として、月～金曜日の８時３０分から

５時までとさせていただきます。印刷機のご利用も同様です。 

②社協の事業で使っている時は貸出はできません。 

③４月以降の貸館については、社協会員、賛助会員の方が優先となり

ます。（出口） 

※最近、壁紙や備品の破損が多く見受けられます。このセンターの運営は、

市民の皆様からのご寄附や会費で運営されています。破損された場合、速

やかに職員にお申し出ください。利用者の過失により修繕等が発生した場

合は、実費を請求させていただきます。また、駐車スペースには限りがご

ざいます。来館の際はできるだけ公共交通機関をご利用ください。なお、

小さいお子様をお連れの方は、お子様から目を離さないようお願いいたし

ます。駐車場などで絶対に遊ばせないでください。 

三浦市総合福祉センターのご利用は…☎888-7347 

三浦市総合福祉三浦市総合福祉三浦市総合福祉三浦市総合福祉センターセンターセンターセンターのごのごのごのご利用要件利用要件利用要件利用要件がががが変変変変わりますわりますわりますわります！！！！    

地域をつなぐはつらつフェスタとみうら市民まつりに

おいて「南三陸町ぬくもり物産展」をおこなった際の売

上金を南三陸町に寄付させていただきました。お買い

上げにご協力いただいた皆様！ありがとうございまし

た！（杉崎） 

三浦市社協三浦市社協三浦市社協三浦市社協・・・・三浦市社協職員会三浦市社協職員会三浦市社協職員会三浦市社協職員会がががが寄付寄付寄付寄付！！！！    

寄付総額は 8 万

円。南三陸町ご出身

の三浦地域資源ユ

ーズ株式会社・千葉

智総務部長に寄付

金を届けていただ

きました。写真は千

葉部長（右）と遠藤

健治副町長です。後

日、丁寧なお礼状も

頂戴しました。 

平成 23 年 7 月 27 日付で、厚生労働省から社会福祉法人新会計基準の制定にかかる

通知がありました。これによって、新会計基準については、平成 24 年 4 月 1 日から適用さ

れましたが、平成 27 年 3 月 31 日（平成 26 年度決算）までの間は、従来の会計基準による

ことができる―とする経過措置期間が設けられたため、本会でも、この経過措置期間は旧

会計基準を準用してきました。今般、この経過措置期間が満了することから、平成 27 年度

より新会計基準に移行することとなりました。そこで、新会計基準の制定を受けて全国社会

福祉施設経営者協議会が作成した「社会福祉法人モデル経理規程」に基づく規程の改廃

などの事務手続きを済ませ、下記の会計区分に基づいて、予算を編成しました。 



 

 

こ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

通

じ

て

、

今

年

三

月

、

無

事

在

宅

復

帰

を

さ

れ

た

Ｍ

氏

を

ご

紹

介

し

ま

す

。

尚

、

こ

の

事

例

を

本

紙

に

掲

載

す

る

に

あ

た

り

、

Ｍ

氏

ご

本

人

の

許

可

を

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

。

Ｍ

氏

は

四

十

代

の

女

性

。

難

病

と

両

股

関

節

の

疾

患

を

抱

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

昨

年

三

月

、

Ｍ

氏

の

療

養

の

た

め

ご

家

族

で

、

こ

の

三

浦

市

に

転

居

し

て

来

ら

れ

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

新

し

い

環

境

に

慣

れ

な

い

こ

と

も

あ

っ

て

、

転

居

後

す

ぐ

に

体

調

を

崩

し

、

入

院

し

て

し

ま

い

ま

す

。

そ

の

後

、

徐

々

に

体

調

も

回

復

し

、

三

浦

市

（

福

祉

事

務

所

）

の

紹

介

を

経

て

、

同

年

七

月

か

ら

当

会

の

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

「

ゆ

ず

リ

ハ

」

を

利

用

す

る

よ

Special report 

う

に

な

り

ま

し

た

。

当

初

は

熱

心

に

リ

ハ

ビ

リ

に

も

取

り

組

ま

れ

、

杖

で

屋

外

を

歩

行

す

る

こ

と

が

で

き

る

ま

で

に

な

り

ま

し

た

。

そ

う

し

た

中

、

ご

家

族

よ

り

「

夜

間

の

ト

イ

レ

誘

導

の

際

に

、

手

す

り

が

な

く

大

変

だ

。

」

と

い

う

住

宅

改

修

の

相

談

を

受

け

ま

し

た

。

当

会

で

は

、

一

級

建

築

士

に

よ

る

巡

回

相

談

も

実

施

し

て

い

る

の

で

す

が

、

こ

れ

に

繋

げ

る

た

め

、

事

前

に

相

談

員

と

自

宅

を

訪

問

し

、

ト

イ

レ

周

り

の

環

境

や

ト

イ

レ

ま

で

の

動

線

な

ど

を

調

べ

ま

し

た

。

そ

の

後

、

八

月

に

一

級

建

築

士

と

共

に

再

度

訪

問

。

ト

イ

レ

と

浴

室

に

手

す

り

を

設

置

す

べ

く

、

取

付

け

図

面

の

作

成

と

見

積

り

の

徴

取

ま

で

を

ス

ム

ー

ズ

に

終

え

ま

し

た

。

併

せ

て

身

体

障

害

者

手

帳

の

取

得

が

済

ん

で

い

な

か

っ

た

の

で

、

ご

家

族

に

交

付

の

手

続

き

を

依

頼

し

ま

し

た

。

そ

の

際

も

、

ご

家

族

が

安

心

し

て

手

続

き

を

済

ま

せ

ら

れ

る

よ

う

、

市

役

所

や

病

院

と

の

や

り

取

り

の

お

手

伝

い

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

Ｍ

氏

を

支

え

る

チ

ー

ム

づ

く

り

が

始

ま

っ

た

矢

先

、

暑

い

夏

が

続

い

て

い

た

九

月

か

ら

、

Ｍ

氏

は

入

退

院

を

繰

り

返

す

よ

う

に

な

り

、

遂

に

十

月

に

緊

急

搬

送

さ

れ

、

長

い

入

院

生

活

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

し

ま

う

の

で

す

。 

通

常

で

あ

れ

ば

、

こ

こ

で

一

旦

Ｍ

氏

の

支

援

は

中

断

し

て

し

ま

う

の

で

す

が

、

ご

家

族

と

相

談

員

間

の

連

絡

は

途

切

れ

る

こ

と

な

く

続

き

ま

し

た

。

転

居

後

間

も

な

い

Ｍ

氏

ご

一

家

に

と

っ

て

、

当

会

の

総

合

相

談

事

業

は

非

常

に

頼

り

に

な

っ

た

よ

う

で

す

。

そ

し

て

、

十

一

月

に

入

り

、

入

院

し

て

い

た

病

院

の

ケ

ー

ス

ワ

ー

カ

ー

よ

り

、

Ｍ

氏

を

交

え

て

担

当

者

会

議

を

お

こ

な

い

た

い

と

の

申

し

入

れ

が

あ

り

、

今

度

は

当

会

の

「

お

か

え

り

な

さ

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

を

通

じ

て

、

在

宅

復

帰

を

支

援

す

る

こ

と

に

な

っ

た

の

で

す

。

こ

れ

に

よ

っ

て

一

度

は

止

ま

り

か

か

っ

て

い

た

住

宅

改

修

も

動

き

始

め

ま

し

た

。

十

二

月

に

は

ご

家

族

の

ご

意

向

を

伺

う

た

め

、

三

度

ご

自

宅

を

訪

問

。

そ

の

結

果

、

急

速

に

退

院

の

話

し

が

進

む

こ

と

に

な

る

の

で

す

。

し

か

し

、

当

会

と

し

て

は

、

未

だ

身

体

障

害

者

手

帳

の

取

得

が

進

ん

で

い

な

い

こ

と

や

自

宅

の

バ

リ

ア

フ

リ

ー

化

が

進

ん

で

い

な

い

現

状

か

ら

、

こ

の

ま

ま

で

は

、

Ｍ

氏

が

自

立

し

た

在

宅

生

活

を

お

こ

な

う

こ

と

は

困

難

で

あ

る

と

考

え

、

そ

の

旨

を

説

明

し

、

退

院

を

一

時

延

期

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

し

ま

し

た

。

そ

し

て

、

今

年

に

入

り

、

一

月

の

担

当

者

会

議

を

経

て

か

ら

、

い

よ

い

よ

退

院

に

向

け

て

の

動

き

が

活

発

化

し

て

き

ま

し

た

。

同

月

末

、

身

体

障

害

者

手

帳

を

取

得

。

二

月

半

ば

に

は

ト

イ

レ

等

の

手

す

り

の

設

置

工

事

が

完

了

し

ま

し

た

。

こ

う

し

て

退

院

す

る

た

め

の

環

境

が

整

い

、

Ｍ

氏

と

共

に

退

院

前

の

自

宅

の

評

価

を

お

こ

な

う

こ

と

に

。

そ

の

際

に

は

、

福

祉

用

具

の

業

者

に

も

チ

ー

ム

へ

の

参

加

を

求

め

、

車

い

す

の

選

定

や

一

部

段

差

の

解

消

も

必

要

な

こ

と

が

わ

か

り

ま

し

た

。

退

院

を

待

ち

わ

び

る

Ｍ

氏

で

し

た

が

、

最

終

的

な

調

整

が

残

っ

て

い

る

こ

と

や

、

ま

だ

病

院

で

の

リ

ハ

ビ

リ

が

必

要

で

あ

る

こ

と

を

伝

え

、

退

院

を

励

み

に

、

リ

ハ

ビ

リ

に

努

め

て

い

た

だ

く

こ

と

に

し

ま

し

た

。

そ

の

努

力

の

甲

斐

も

あ

っ

て

、

三

月

十

七

日

、

主

治

医

や

Ｍ

氏

を

交

え

た

担

当

者

会

議

に

お

い

て

、

待

ち

に

待

っ

た

、

退

院

が

決

ま

っ

た

の

で

す

。

Ｍ

氏

が

楽

し

み

に

し

て

い

る

の

は

、

当

会

の

「

ゆ

ず

リ

ハ

」

に

通

う

こ

と

と

、

ご

家

族

の

手

料

理

を

食

べ

る

こ

と

。

二

十

三

日

に

退

院

し

て

か

ら

は

、

目

標

ど

お

り

「

ゆ

ず

リ

ハ

」

に

元

気

に

通

わ

れ

、

リ

ハ

ビ

リ

に

も

意

欲

的

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

特

に

四

月

に

オ

ー

プ

ン

し

た

ば

か

り

の

リ

ハ

ビ

リ

室

の

利

用

を

心

待

ち

に

し

て

い

ま

す

。 

今

回

の

Ｍ

氏

の

件

だ

け

で

な

く

、

当

会

に

は

杖

や

ス

ロ

ー

プ

に

関

す

る

相

談

が

多

く

寄

せ

ら

れ

ま

す

。

そ

の

都

度

迅

速

に

対

応

し

て

お

り

ま

す

が

、

単

に

、

サ

ー

ビ

ス

に

繋

げ

る

だ

け

で

な

く

、

在

宅

生

活

を

ア

フ

タ

ー

フ

ォ

ロ

ー

す

る

こ

と

の

で

き

る

「

お

か

え

り

な

さ

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

と

地

域

福

祉

セ

ン

タ

ー

の

新

リ

ハ

ビ

リ

室

を

在

宅

復

帰

推

進

の

両

輪

と

し

て

是

非

、

ご

活

用

い

た

だ

き

た

い

と

願

っ

て

お

り

ま

す

。 

三

浦

市

社

協

―

お

か

え

り

な

さ

い

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト 

三

浦

市

社

協

事

業

課

長 

成

田

慎

一

 

↑平成２６年８月、初回自宅訪問

の際のトイレ。 

←平成２７年２月、住宅改修完了

時のトイレ内手すり 

 

平成２７年４月、退院後のＭ

氏歩行器歩行の状況 

おかえりなさいプロジェクトとは、脳卒中

をはじめとする脳血管疾患、骨折・関節疾

患をはじめとする運動器疾患などにより入

院生活を余儀なくされた方々の、退院後の

療養生活を安心・安全なものとするため、

理学療法士・地域包括支援センターのスタ

ッフ、一級建築士らがチームを組んで在宅

療養環境を整えるパッケージサービスのこ

とをいいます。プロジェクトのメンバーが、当

該者の自宅を訪問し、必要な福祉用具の

提案・選定や住宅改修等の環境整備、退

院後の食生活の指導に至るまでをセットに

してご提供するというものです。 



 

 
自

立

相

談

支

援

セ

ン

タ

ー

い

っ

し

ょ

―

生

活

困

窮

者

支

援

事

業

開

始 

近

年

の

社

会

経

済

環

境

の

変

化

に

伴

い

、

生

活

困

窮

に

至

る

リ

ス

ク

の

高

い

人

々

や

稼

働

年

齢

層

を

含

む

生

活

保

護

受

給

者

が

増

大

し

て

い

ま

す

。

こ

の

三

浦

市

で

も

、

市

民

生

活

を

重

層

的

に

支

え

る

セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ

ト

の

構

築

が

急

が

れ

て

い

ま

し

た

。

こ

う

し

た

状

況

に

対

応

す

る

た

め

に

整

備

さ

れ

た

の

が

、

生

活

困

窮

者

自

立

支

援

法

で

す

。

三

浦

市

社

会

福

祉

協

議

会

で

は

、

こ

の

法

律

に

基

づ

い

て

実

施

す

る

「

生

活

困

窮

者

自

立

支

援

事

業

」

を

三

浦

市

か

ら

受

託

し

、

こ

の

四

月

か

ら

実

施

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

新

し

い

生

活

困

窮

者

支

援

体

系

の

構

築

と

生

活

保

護

制

度

の

見

直

し

に

総

合

的

に

取

り

組

む

こ

と

が

目

的

で

す

。 

三

浦

市

社

会

福

祉

協

議

会

で

は

、

こ

の

事

業

を

自

立

相

談

支

援

セ

ン

タ

ー

「

い

っ

し

ょ

」

で

取

り

扱

い

ま

す

。

「

い

っ

し

ょ

」

が

実

施

す

る

生

活

困

窮

者

自

立

支

援

事

業

は

、

受

託

事

業

、

自

主

事

業

併

せ

て

、

大

き

く

次

の

四

つ

の

事

業

と

な

り

ま

す

。 

 ①

自

立

相

談

支

援

事

業

（

受

託

事

業

）

 

生

活

困

窮

者

の

相

談

に

応

じ

、

生

活

困

窮

者

が

抱

え

る

課

題

を

把

握

す

る

と

と

も

に

、

そ

の

置

か

れ

て

い

る

状

況

や

本

人

の

意

思

を

十

分

に

確

認

す

る

こ

と

を

通

じ

て

個

々

人

の

状

態

に

あ

っ

た

支

援

計

画

の

作

成

等

を

お

こ

な

い

、

②

か

ら

④

ま

で

の

事

業

や

「

住

宅

支

援

給

付

事

業

（

申

請

手

続

き

の

支

援

を

含

む

）

」

な

ど

の

関

係

事

業

と

の

連

携

を

含

め

た

支

援

を

包

括

的

に

お

こ

な

い

ま

す

。

そ

し

て

、

三

浦

市

（

福

祉

事

務

所

）

や

ハ

ロ

ー

ワ

ー

ク

、

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

等

の

関

係

機

関

と

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

づ

く

り

、

社

会

資

源

の

開

発

を

め

ざ

し

ま

す

。

 

 
②

就

労

促

進

の

た

め

の

支

援

事

業

（

自

主

事

業

）

 

短

期

間

の

集

中

的

な

就

労

支

援

を

お

こ

な

っ

て

も

一

般

就

労

に

就

く

こ

と

が

困

難

な

層

に

対

し

、

支

援

付

き

の

就

労

の

機

会

を

提

供

す

る

就

労

訓

練

事

業

（

い

わ

ゆ

る

「

中

間

的

就

労

」

）

を

お

こ

な

う

事

業

者

の

育

成

支

援

を

本

会

が

運

営

す

る

就

労

支

援

セ

ン

タ

ー

「

ど

ん

ま

い

」

と

の

協

働

に

お

い

て

お

こ

な

い

ま

す

。 

③

家

計

相

談

支

援

事

業

（

自

主

事

業

）

 

生

活

困

窮

者

の

家

計

の

再

建

に

向

け

、

家

計

収

支

全

体

の

改

善

を

図

る

観

点

か

ら

、

家

計

に

関

す

る

相

談

に

対

応

し

、

家

計

管

理

に

関

す

る

指

導

、

生

活

福

祉

資

金

の

貸

付

け

の

斡

旋

等

の

支

援

を

お

こ

な

い

ま

す

。

こ

の

た

め

「

い

っ

し

ょ

」

の

ス

タ

ッ

フ

は

、

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ャ

ル

プ

ラ

ン

ナ

ー

の

資

格

を

取

得

し

ま

し

た

。 

 

④

貧

困

の

連

鎖

の

防

止

の

た

め

の

学

習

支

援

そ

の

他

地

域

の

実

情

に

応

じ

た

生

活

困

窮

者

の

自

立

の

促

進

に

資

す

る

事

業

（

自

主

事

業

）

 

大

学

生

や

教

員

Ｏ

Ｂ

を

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

募

り

、

か

つ

、

組

織

化

（

三

浦

市

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

の

登

録

団

体

と

し

て

）

し

、

学

童

に

関

し

て

は

、

復

習

と

宿

題

と

い

っ

た

基

礎

的

な

学

習

機

会

を

中

心

に

、

ま

た

、

生

活

困

窮

に

よ

り

学

習

機

会

を

得

ら

れ

な

か

っ

た

成

人

に

関

し

て

は

、

学

び

直

し

の

機

会

を

提

供

し

て

い

き

ま

す

。 
自

立

相

談

支

援

セ

ン

タ

ー

「

い

っ

し

ょ

」

で

は

、

生

活

困

困

窮

者

自

立

支

援

事

業

の

他

に

、

法

人

後

見

事

業

や

日

常

生

（図ー５）

三浦市

三浦市社協

（自立相談支援センター）

（１）自立相談支援モデル事業

（２）就労促進のための支援事業

（３）家計相談支援モデル事業

（４）貧困の連鎖の防止のための

学習支援その他地域の実情

に応じた生活困窮者の自立

の促進に資する事業

居場所・学びの場

就労の場（中間的就労含む）

地

域

課

題

・

支

援

の

方

向

性

の

共

有

化

生活保護法

生活困窮者

自立支援法

支援調整会議

協

働

・

連

携

直

接

的

参

加

側

面

的

参

加

地域住民・一般企業等

本

人

家

族

以前から

対象者を

知る機関

等

今後、主たる支

援を担うと想定

される機関等

社

会

資

源

支

援

個別支援

地域づくり

個々の支援ケースの

支援内容・提供者等

の調整

支援に必要な社会・

資源の活性化・開発、

仕組みづくり

支援対象者

支援

支援

エンパワ

メント

モデル事業の概要

計画の同意・

意向の表明

支

援

ネットワーク

●

個

別

ケ

ー

ス

に

対

し

て

、

地

域

の

社

会

資

源

の

活

性

化

・

開

発

が

必

要

●

個

別

課

題

か

ら

顕

在

化

し

た

地

域

共

通

の

課

題

に

対

応

活

自

立

支

援

事

業

と

い

っ

た

権

利

擁

護

事

業

や

生

活

福

祉

資

金

の

貸

し

付

け

事

務

も

お

こ

な

い

、

生

活

困

窮

者

の

総

合

的

な

支

援

を

お

こ

な

っ

て

い

き

ま

す

。

（

前

田

） 

自立相談支援センター「いっしょ」 

三浦市総合福祉センター「安心館」内 

〒238-0102 三浦市南下浦町菊名 1258-3 

TEL 888-7347／FAX 889-1561 

左図は、三浦市社会

福祉協議会が想定する

「生活困窮者自立支援

事業」の概念図。三浦市

との連携なくして、この事

業の実現がないことがわ

かります。また、多様な主

体の参加が求められま

す。 

自立相談支援センター「いっしょ」のスタッフ。左か

ら鈴木光永、前田佐知子、落合睦美 
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訪問歯科診療 

歯のお医者さんと歯のヘルパーさん 

がお宅に伺います！ 

○訪問歯科診療を通して、高齢者の口腔衛生の向上を支援します。 

○歯科治療でお困りの高齢者と家族をサポートします。身体介護が必要

な高齢者や障害者のために往診します。往診のご用命はお電話で！ 

大矢部歯科医院大矢部歯科医院大矢部歯科医院大矢部歯科医院 046-833-5809 
238-0224 横須賀市大矢部 2-5-20 あづまビル（Ⅱ）1 階 

三浦市三浦市三浦市三浦市    

ボランティアボランティアボランティアボランティア    

情報情報情報情報    

☎８８８－７３４７ 

社会福祉事業社会福祉事業社会福祉事業社会福祉事業のためにのためにのためにのために

（（（（敬称略敬称略敬称略敬称略））））    

▽中澤一江▽佐藤和

子▽匿名 

寄託寄託寄託寄託    

介 護 付 有 料 老 人 ホ ー ム 

Ｓアミーユ三浦 

入居一時金無料 

16 万 8250 円（税込） 

家事、食事（30 日の場合）、管理費込み。介護サービスの 1 割負担金、居室

電気代、居室上下水道代、おむつ代などは別途必要となります。 

 

 徹底した個別ケア。 

 キッチン・浴槽等を完備した完全個室。 

ご見学随時承っております。 

■お問い合わせ先：℡046-880-0711 

  担当・高羽 

「

ど

ん

ま

い

」

が

就

労

移

行

支

援

事

業

を

始

め

ま

す

 

 

社

会

福

祉

功

労

者

表

彰

受

賞

者

の

ご

紹

介

 

三

浦

市

初

の

就

労

継

続

支

援

Ｂ

型

事

業

所

と

し

て

親

し

ま

れ

て

き

た

「

ど

ん

ま

い

」

が

、

新

た

に

就

労

移

行

支

援

事

業

も

始

め

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

れ

を

機

に

名

称

も

「

就

労

支

援

セ

ン

タ

ー

ど

ん

ま

い

」

に

改

め

ま

す

。 

ど

ん

ま

い

が

実

施

す

る

、

就

労

移

行

支

援

事

業

の

主

な

メ

ニ

ュ

ー

は

次

の

と

お

り

で

す

。 

①

就

労

体

験

機

会

の

提

供 

②

生

産

活

動

そ

の

他

の

活

動

の

機

会

の

提

供

（

喫

茶

（

コ

ー

ヒ

ー

）

及

び

売

店

（

加

工

食

品

の

販

売

。

手

づ

く

り

弁

当

、

マ

グ

ロ

の

角

煮

等

）

の

営

業

を

通

じ

て

接

客

、

マ

ー

ケ

テ

イ

ン

グ

（

顧

客

が

真

に

求

め

る

商

品

や

サ

ー

ビ

ス

を

作

り

、

そ

の

情

報

を

届

け

、

顧

客

が

そ

の

商

品

を

効

果

的

に

得

ら

れ

る

よ

う

に

す

る

活

動

）

の

機

会

を

提

供

し

ま

す

。

ま

た

、

地

域

の

篤

志

家

か

ら

無

償

で

貸

与

を

受

け

た

「

農

地

」

に

お

い

て

、

無

農

薬

野

菜

を

栽

培

し

、

こ

れ

を

売

店

の

ブ

ー

ス

で

販

売

し

ま

す

。

） 

③

就

労

に

必

要

な

知

識

及

び

能

力

の

向

上

の

た

め

に

必

要

な

訓

練

等

の

提

供

（

パ

ソ

コ

ン

教

室

・

就

労

に

関

す

る

学

習

会

・

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ナ

ー

教

室

）

 

④

職

場

実

習

の

実

施

、

受

入

先

の

確

保

・

施

設

外

就

労

の

実

施

・

職

場

実

習

先

の

開

拓 

⑤

公

共

職

業

安

定

所

で

の

求

職

登

録

等

、

求

職

活

動

の

支

援

（

職

業

安

定

所

へ

の

同

行

） 

⑥

適

性

や

要

望

に

応

じ

た

職

場

開

拓 

⑦

職

場

定

着

を

促

進

す

る

た

め

の

職

業

生

活

に

お

け

る

相

談

等

の

支

援

の

継

続 

こ

れ

に

よ

っ

て

い

わ

ゆ

る

「

ダ

イ

レ

ク

ト

Ｂ

問

題

（

特

別

支

援

学

校

を

卒

業

す

る

な

り

Ｂ

型

を

利

用

す

る

こ

と

）

」

に

対

応

し

て

い

く

こ

と

に

な

り

ま

す

。

本

来

、

Ｂ

型

事

業

の

利

用

は

「

企

業

に

勤

め

た

け

れ

ど

、

様

々

な

事

情

で

離

職

し

た

」

と

か

「

企

業

就

労

を

目

指

し

た

も

の

の

、

就

職

先

の

ご

縁

が

な

か

っ

た

」

あ

る

い

は

「

年

齢

が

五

十

歳

を

超

え

、

企

業

就

労

は

な

か

な

か

難

し

い

」

と

い

っ

た

当

該

者

を

対

象

と

し

た

事

業

で

す

か

ら

、

地

域

移

行

支

援

事

業

を

実

施

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

よ

り

法

の

理

念

に

則

っ

た

事

業

展

開

を

実

践

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

（

山

中

） 

ご

利

用

の

ご

希

望

は

☎

八

八

八

―

七

六

五

五

ま

で

。 

 

三浦市総合福祉センター1 階ロビーに開店した就労支援

センター「どんまい」が営業する喫茶「三遊間を抜けまし

た」。美味しいコーヒー、紅茶といったソフトドリンクが100円

均一。焼きそばやナポリタン、カレーライスといった軽食も

楽しめます。他に自家製無農薬野菜なども低廉な価格で

販売します。皆様どうぞお気軽にお越しください。大好評の

マグロの角煮は、地方発送承ります。 

仮

想

避

難

所

一

泊

二

日

体

験

仮

想

避

難

所

一

泊

二

日

体

験

仮

想

避

難

所

一

泊

二

日

体

験

仮

想

避

難

所

一

泊

二

日

体

験

    

 

三

浦

市

社

協

と

し

て

は

初

め

て

の

試

み

と

な

る

被

災

時

を

想

定

し

た

実

践

的

な

避

難

所

体

験

会

を

お

こ

な

い

ま

す

。

 

実

践

的

と

す

る

所

以

は

、

①

仮

想

避

難

所

で

宿

泊

体

験

を

お

こ

な

う

と

い

う

こ

と

（

就

寝

時

は

段

ボ

ー

ル

一

枚

と

毛

布

の

み

を

支

給

）

に

あ

り

ま

す

。

就

寝

時

間

は

二

〇

時

。

真

っ

暗

闇

で

何

も

す

る

こ

と

が

な

い

中

、

固

い

床

の

上

で

朝

ま

で

眠

る

こ

と

が

で

き

る

で

し

ょ

う

か

。

ま

た

、

②

一

日

目

の

夕

食

と

二

日

目

の

朝

食

は

、

限

ら

れ

た

食

材

・

限

ら

れ

た

調

理

器

具

で

自

炊

し

て

い

た

だ

き

ま

す

（

非

常

食

の

試

食

含

む

）

。

 

 

そ

れ

以

外

に

も

、

日

頃

家

庭

で

で

き

る

備

え

や

、

避

難

所

で

発

生

し

や

す

い

病

気

と

そ

の

予

防

策

、

避

難

所

に

お

け

る

高

齢

者

や

障

害

者

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

取

り

方

に

つ

い

て

の

学

習

や

、

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

な

ど

も

お

こ

な

う

予

定

で

す

。

親

子

で

の

参

加

も

歓

迎

し

ま

す

。

奮

っ

て

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

 

＊

 

＊

 

＊

 

日

時

：

平

成

二

十

七

年

六

月

六

日

（

土

）

十

五

時

～

 

 

七

日

（

日

）

十

時

 

※

雨

天

決

行

 

場

所

：

三

浦

市

総

合

福

祉

セ

ン

タ

ー

 

参

加

募

集

人

数

：

十

五

名

 

※

お

申

込

み

・

お

問

合

せ

：

三

浦

市

社

会

福

祉

協

議

会

事

務

局

（

杉

崎

）

☎

八

八

八

―

七

三

四

七

ま

で 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（

運

転

員

）    
 

定

年

退

職

後

、

第

二

の

職

場

と

し

て

、

福

祉

の

仕

事

に

携

わ

り

た

い

と

い

う

思

い

が

強

く

あ

り

、

障

害

者

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

ゆ

ず

リ

ハ

で

働

き

始

め

て

五

年

目

に

な

り

ま

す

。

主

に

送

迎

時

の

ド

ラ

イ

バ

ー

・

機

能

訓

練

の

お

手

伝

い

を

し

て

い

ま

す

。

常

に

心

が

け

て

い

る

こ

と

は

、

利

用

さ

れ

る

方

が

安

全

に

セ

ン

タ

ー

に

来

所

さ

れ

、

一

日

充

実

し

た

時

間

を

過

ご

し

て

い

た

だ

く

こ

と

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

そ

し

て

自

宅

に

気

持

ち

良

く

帰

宅

し

て

も

ら

う

こ

と

だ

と

考

え

て

い

ま

す

。

利

用

者

さ

ん

と

の

会

話

も

と

て

も

楽

し

み

で

す

。

四

月

か

ら

、

新

た

に

設

備

の

充

実

し

た

機

能

訓

練

室

で

理

学

療

法

士

・

ス

Ｑ

：

近

所

に

郊

外

型

の

大

規

模

店

舗

が

で

き

た

た

め

、

会

社

の

経

営

が

行

き

詰

ま

り

、

融

資

の

目

途

も

立

っ

て

い

ま

せ

ん

。

苦

渋

の

選

択

と

し

て

従

業

員

の

人

員

整

理

を

考

え

て

い

ま

す

が

、

ど

の

よ

う

に

手

続

き

を

進

め

る

べ

き

で

し

ょ

う

か

？

 

Ａ

：

会

社

の

経

営

再

建

の

た

め

に

人

員

整

理

が

必

要

な

場

合

で

あ

っ

て

も

、

「

客

観

的

に

合

理

的

な

理

由

を

欠

き

、

社

会

通

念

上

相

当

で

あ

る

」

と

認

め

ら

れ

な

い

場

合

に

は

、

解

雇

は

無

効

と

な

り

ま

す

の

で

（

労

働

契

約

法

十

六

条

）

、

慎

重

な

対

応

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

こ

れ

ま

で

の

裁

判

例

で

は

、

①

人

員

を

削

減

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

、

②

解

雇

を

避

け

る

た

め

に

努

力

を

し

た

こ

と

、

③

解

雇

さ

れ

る

者

の

選

び

方

が

合

理

的

で

あ

る

こ

と

、

④

解

雇

ま

で

の

手

続

が

妥

当

で

あ

る

こ

と

の

４

つ

の

要

素

が

、

解

雇

が

有

効

と

な

る

か

無

効

と

な

る

か

の

判

断

の

ポ

イ

ン

ト

に

な

っ

て

い

ま

す

。

以

上

の

要

素

か

ら

手

続

の

進

め

方

を

考

え

る

と

、

ま

ず

、

上

記

①

に

つ

い

て

は

、

経

営

の

合

理

化

な

ど

を

図

っ

て

も

な

お

人

員

整

理

の

必

要

が

あ

る

こ

と

に

つ

い

て

、

決

算

書

な

ど

の

具

体

的

な

資

料

に

基

づ

い

て

説

明

で

き

る

よ

う

に

し

て

お

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

次

に

、

上

記

②

に

つ

い

て

は

、

従

業

員

に

十

分

に

事

情

を

説

明

し

た

う

え

で

、

配

置

転

換

や

希

望

退

職

者

の

募

集

を

行

い

、

解

雇

以

外

の

手

段

で

経

営

再

建

を

達

成

で

き

る

よ

う

な

で

き

る

限

り

の

措

置

を

講

じ

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

で

も

解

雇

以

外

に

方

法

が

な

い

場

合

、

上

記

③

に

つ

い

て

、

対

象

者

の

選

定

基

準

を

作

成

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

勤

務

成

績

、

会

社

へ

の

貢

献

度

、

解

雇

に

よ

る

経

済

的

打

撃

の

大

き

さ

な

ど

が

選

定

に

あ

た

っ

て

の

要

素

と

な

り

え

ま

す

が

、

性

別

を

理

由

と

し

た

り

、

「

誠

実

」

「

勤

勉

」

な

ど

と

い

っ

た

抽

象

的

な

基

準

に

よ

る

と

き

は

、

合

理

的

な

も

の

と

は

認

め

ら

れ

な

い

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

従

業

員

へ

の

選

定

基

準

の

適

用

に

お

い

て

も

公

平

に

な

さ

れ

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

以

上

の

過

程

に

お

い

て

、

上

記

④

に

関

し

、

労

働

組

合

ま

た

は

労

働

者

（

少

な

く

と

も

労

働

者

の

過

半

数

を

代

表

す

る

者

）

に

十

分

な

説

明

を

行

い

、

協

議

を

尽

く

す

こ

と

も

重

視

さ

れ

て

い

ま

す

の

で

、

上

記

①

か

ら

③

を

形

式

的

に

満

た

し

て

い

て

も

、

十

分

な

説

明

を

尽

く

さ

な

い

抜

き

打

ち

的

な

解

雇

は

無

効

と

な

る

可

能

性

が

高

い

と

い

え

ま

す

。

（

担

当

・

加

藤

修

一

弁

護

士

） 

 
 

  

Special report 

 

阪

神

タ

イ

ガ

ー

ス

フ

ァ

ン

の

今

村

さ

ん

は

、

大

阪

生

ま

れ

。

五

十

年

前

三

浦

市

に

越

し

て

こ

ら

れ

ま

し

た

。

「

海

も

（

自

宅

の

）

目

の

前

で

、

空

気

が

き

れ

い

。

」

と

こ

の

地

を

称

賛

さ

れ

ま

す

。

 

 

ア

ン

ド

を

利

用

し

て

の

感

想

を

伺

う

と

「

介

護

保

険

に

つ

い

て

ほ

と

ん

ど

知

ら

な

か

っ

た

。

ケ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

に

相

談

す

る

こ

と

で

、

使

い

や

す

い

ベ

ッ

ド

や

室

内

の

手

す

り

な

ど

、

自

分

に

合

う

も

の

に

囲

ま

れ

て

生

活

で

き

る

よ

う

に

な

り

、

と

て

も

便

利

に

な

っ

た

。

」

 

 

阪

神

タ

イ

ガ

ー

ス

以

外

に

も

水

泳

、

カ

メ

ラ

な

ど

幅

広

い

ご

趣

味

を

お

持

ち

の

今

村

さ

ん

。

カ

メ

ラ

に

つ

い

て

は

、

東

京

新

聞

の

写

真

コ

ン

ク

ー

ル

に

入

選

し

た

こ

と

が

あ

る

ほ

ど

の

腕

前

で

す

。

今

後

や

っ

て

み

た

い

こ

と

を

伺

う

と

「

リ

ハ

ビ

リ

に

挑

戦

し

て

、

美

し

い

三

浦

の

海

を

撮

影

し

に

行

き

た

い

。

」

と

新

た

な

目

標

を

見

つ

け

ら

れ

た

よ

う

で

す

。

（

杉

崎

）

 

三

浦

市

南

下

浦

町

上

宮

田

 

今

村

和

弘

今

村

和

弘

今

村

和

弘

今

村

和

弘

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

（（（（

七

十

九

歳

七

十

九

歳

七

十

九

歳

七

十

九

歳

））））

 

 
 

 

の

現

場

で

経

験

を

積

み

、

昨

年

の

十

月

か

ら

施

設

長

に

。

入

居

者

を

対

象

と

し

た

、

理

学

療

法

士

に

よ

る

機

能

訓

練

に

加

え

、

職

員

に

も

認

知

症

ケ

ア

の

講

習

会

を

開

く

な

ど

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

に

余

念

が

あ

り

ま

せ

ん

。

ま

た

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

よ

る

催

し

物

も

定

期

的

に

お

こ

な

い

、

食

事

に

は

三

浦

の

野

菜

を

使

う

な

ど

、

地

域

密

着

型

の

家

庭

的

な

老

人

ホ

ー

ム

を

め

ざ

し

て

い

ま

す

。

屋

上

か

ら

は

、

諸

磯

湾

と

富

士

山

を

一

望

す

る

こ

と

が

で

き

、

豊

か

な

自

然

に

囲

ま

れ

た

施

設

で

す

。

（

石

渡

） 

 

開

設

七

年

目

を

迎

え

る

油

壺

マ

リ

ー

ナ

ヒ

ル

ズ

。

竹

澤

孝

子

施

設

長

（

写

真

）

は

、

老

健

福祉施設訪問記 
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リ マ 

居

宅

介

護

支

援

最

前

線

―

ケ

ア

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

「

ア

ン

ド

」

 

タ

ッ

フ

の

方

達

と

一

緒

に

、

利

用

者

の

方

お

一

人

お

一

人

の

自

立

し

た

生

活

を

継

続

す

る

為

の

お

手

伝

い

を

こ

れ

か

ら

も

頑

張
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す

。
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し
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。

（

本

人

談

） 

法律相談の日程は、裏面の福祉カレンダーをご参照ください。 

油 ー ナ 

ヒ ズ ル 

 三浦市地域福祉センターの市民

交流室（洋室・和室各 1 室）を、市

民活動団体等に開放しています。地

域福祉センターにおけるサロンと

貸館（有料・要予約）についてのお

問い合わせは、☎881-7770 まで。 



平成 27 年度採用職員のご紹介                       information 

三浦市市制 60 周年・三浦市社協設立 60 周年記念福祉講演会のお知らせ              information 

ありがとう高齢者ふれあいセンター                     information 

児童発達支援事業所ＨＵＧくみ 春の遠足                Simple report 
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と
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市

社

会

福

祉
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議

会 

共

 

催

・

三

浦

市

ボ

ラ
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テ

ィ
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連
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議

会
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問

合

せ

・

三

浦

市

社

会

福

祉

協

議

会 

 

☎

八

八

八

―

七

三

四

七 

三浦市社会福祉協議会では、平成２７年

度に新たに 5 名の職員を採用しました。後

段左から山崎まさみ（居宅介護支援事業所

アンド）、前川和子（居宅介護支援事業所

アンド）、齋藤あゆみ（児童発達支援事業

所 HUG くみ）、加藤将理（地域包括支援セ

ンターおまかせ）、齋藤清香（地域包括支

援センターおまかせ）。入職初日には、三

浦市長からも激励されました。（出口） 

介護予防の拠点として親しまれてきた「高

齢者ふれあいセンター」が 3 月 31 日付で閉

館されました。最終日には指定管理を受けて

いた三浦市社会福祉協議会が「ありがとう高

齢者ふれあいセンター～お別れのつどい」を

開催、同施設の生みの親でもある杉山実副

市長も駆けつけてくださり、共に別れを惜しみ

ました。延５万人を超える利用者の“生きが

い”づくりに貢献してきた施設が、誕生から 12

年で幕を閉じます。（高井） 

3 月 27・30 日の 2 日間、よこはまズーラ

シアに遠足に行ってきました。両日とも天候

に恵まれ、普段あまり見ることのない動物た

ちを見て、喜ぶ子がたくさんいました。青空

の下で食べるお弁当は普段食べるお弁当

の何倍もおいしかった気がします。子ども達

もスタッフも満喫できた遠足になりました。

（長谷川） 
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講師の稲川淳二さん 

チケットのご購入は 

お 早 め に ！ 

2015 年 5 月 

１３日 一級建築士住宅改造相談 

１６日 個別療育相談 

１７日 個別療育相談 

２２日 予防体操教室 

    （あんじゅ三崎口） 

２２日 無料法律相談 

（総合福祉センター） 

２７日 リハビリ体操教室 

    （地域福祉センター） 

２７日 どんまい市役所弁当販売 

２８日 遊びの広場きらきらキッズ 

 
2015 年 6 月 

０６日 仮想避難所 1 泊２日体験 

０７日 仮想避難所 1 泊２日体験 

１０日 一級建築士住宅改造相談 

２０日 個別療育相談 

２１日 個別療育相談 

２４日 リハビリ体操教室 

    （地域福祉センター） 

２４日 どんまい市役所弁当販売 

２５日 遊びの広場きらきらキッズ 

２６日 予防体操教室 

    （あんじゅ三崎口） 

２６日 無料法律相談（はにかみ屋） 

 

みうらふれあいサロン情報 

2015 年 5 月 

00・11・18 日 地域福祉センター 

13・20・27 日 三浦漁村センター 

14・21・28 日 勤労市民センター 

2015 年 6 月 

01・ 8・１5 日 地域福祉センター 

10・17・27 日 三浦漁村センター 

11・18・25 日 勤労市民センター 

 

この予定は、予告なく変更される場

合があります。各予定のお問い合わせ

は… 

☎☎☎☎888888888888----7347734773477347    


